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土いたま

２０
周
年
を
迎
え
て

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

会
長
　
八
木
岩
男

平
成
元
年
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
　

つ
の
間
に
か
す
っ
か
り
と
り
こ
に
な

ゴ
ル
フ
協
会
が
誕
生
し
早
や
”
年
を
　
　
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

迎
え
会
員
も
１
万
３
千
名
を
超
え
全
　
　
　
当
時
県
体
育
課
で
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ

国
で
も
屈
指
の
協
会
に
な
り
ま
し
　
　
―
ツ
の
選
択
で
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
ア

顧
み
れ
ば
”
年
前
、
体
育
指
導
委
　
　
ッ
と
言
う
間
に
広
ま
り
ま
し
た
。
こ

員
の
仲
間
と
共
に
上
尾
運
動
公
園
競
　
　
の
よ
う
に
短
期
間
で
普
及
し
た
ス
ポ

技
場
で
、
ク
ラ
ブ

（当
時
は
ス
テ
ィ
　
　
ー
ツ
は
未
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
と
思

ッ
ク
）
を
握
リ
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
の
　
　
い
ま
す
。
こ
れ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
グ
ラ
ウ
　
　
ル
フ
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
々

ン
ド
・ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
で
し
た
。　
　
に
適
し
誰
に
で
も
楽
し
く
出
来
る
と

そ
し
て
何
回
か
の
講
習
会
を
経
て
い
　
　
一一一一口う
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

県
協
会
も
”
周
年
を
迎
え
、
今
後

は
全
国
交
歓
埼
玉
県
大
会

（２．
年
度
）

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
・
記
念
式
典
。

記
念
誌
発
刊
等
と
大
き
な
行
事
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
本
協
会
の
更

な
る
飛
躍
、
発
展
へ
と
つ
な
が
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

創
立
”
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
こ

れ
ま
で
本
協
会
の
た
め
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
、
会
員
の
皆

様
に
対
し
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
本
協
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

愛
備
通
５
‥

９
月
１４
日
０
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化

公
園
で
開
催
さ
れ
る
全
国
交
歓
埼
玉

県
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
八
木
大
会
実
行
委

員
長
を
中
心
に
そ
の
準
備
も
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
交
歓
埼
玉
県
大
会
を
模
し
て

開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
の
参
加
者
は

近
隣
一
都
五
県
か
ら
４
８
８
名
、
県

内
１
，
８
０
３
名
の
２
，
２
９
１
名

が
、
陸
上
競
技
場

。
補
助
競
技
場

・

自
由
広
場
。
東
第
１
多
目
的
広
場
の

４
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

団
体
戦
は
“
チ
ー
ム

（１
チ
ー
ム

６
名
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

２
千
名
を
超
す
選
手
が
、
４
会
場

に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
す
る
た
め
、
そ

の
準
備
も
、
大
変
な
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

大
会
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
各
会

場
を
色
分
け
し
、
不ヽ
―
ム
プ
レ
ー
ト
、

競
技
役
員
の
腕
章
も
各
会
場
の
色
で

統

一
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
組
み
合
わ
せ
表
も
出
来
上

が
り
、
い
よ
い
よ
開
会
式
を
待
つ
ば

か
り
と
な
り
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
る
皆
様
の
ご
健
闘
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

さ

い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
に

て
、
５
月

１７
日
ω
第

２
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

八
木
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
委

員
長
か
ら
夏
季
大
会
の
結
果

盆
既

技
）、
上
級
研
修
会
の
実
施
計
画

（指

導
・
育
成
）、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の

準
備
状
況
に
つ
い
て

（総
務
）
等
そ

れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
”
周
年
記
念
誌
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
発
行
部

数
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
を
上
回

る
好
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
、

１０
月
１２
日
に
行
わ
れ
る
ん

周
年
記
念
式
典
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
、
石
井
副
会
長
か
ら
報
告
が
あ
っ

県
協
会
、
日
本
協
会
の
登
録
状
況

に
つ
い
て
田
中
事
務
局
長
か
ら
県

１
３
，
２
７
５
名
、
日
本
１
２
，

２
２
２
名
と
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
協
議
に
入
り
、
新
規
加
入

団
体
と
し
て
、
吉
川
市
Ｇ
・
Ｇ
連
盟

（代
表
日
暮
靖
夫
氏
・
県
石
名
）
伊

奈
町
Ｇ
・
Ｇ
協
会

（代
表
高
橋
康
一

氏
・県
１
０
０
名
）
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
平
成
２．
年
度
の
事
業
計

画
、
埼
玉
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
か
ら
脱
退
し
、
新
た
に
埼
玉
県
体

育
協
会
に
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
い

る
と
の
経
過
説
明
が
あ
っ
た
。
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５
月
６
日
制
に
北
川
辺
町
渡
良

瀬
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
て
、
県

下
“
市
町
よ
り
１
，
０
２
４
名
の

選
手
が
参
加
、
２
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
個
人
戦
が
行
わ

れ
、

２．
年
度
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

６
名
、
発
祥
地
大
会
４
名
の
派
遣

選
手
が
選
出
さ
れ
た
。

早
朝
よ
り
晴
天
に
恵
ま
れ
、
定

刻
に
開
会
、
試
合
が
始
ま
っ
た
が

見
慣
れ
ぬ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
２
名
ボ

ー
ル
を
追
っ
て
走
り
回
っ
て
い
た
。

る

「お
も
い
で
工
房
」
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
撮
影

の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
だ
。

全
国
大
会
終
了
後
発
刊
さ
れ
る

「写
真
集
」
が

楽
し
み
で
あ
る
。

☆
大
会
成
績

松
コ
ー
ト

○
優
　
勝
　
伊
藤

〇
準
優
勝
　
長
嶋

０
３
　
位
　
野
村

△
４
　
位
　
福
原

△
５
　
位
　
小
川

竹
コ
ー
ト

○
優
　
勝
　
白
根
　
純
子
　
６．
　
熊
谷
市

準
優
勝
　
小
暮
　
仲
二
　
“
　
熊
谷
市

０
３
　
位
　
古
福
　
初
子
　
７．
　
北
本
市

０
４
　
位
　
青
木
　
昭
子
　
７．
　
深
谷
市

△
５
　
位
　
竹
田
　
久
代
　
２
　
越
谷
市

☆
総
合
優
勝
　
伊
藤
　
暢
雪
　
深
谷
市

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
　
長
嶋
　
恵
美
　
皆
野
町

※
注
…
○
印
は

「ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道
」、

△
印
は

「第
２．
回
発
祥
地
大
会
」
出
場

国
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深
谷
市

皆
野
町

杉
戸
町

さ
い
岩
槻

川
越
市

G男

地
大
会

★
大
会
成
績

チ
ー
ム
　
優
勝
　
２
７
５
打

個
人
　
酒
井
康
友

（三
郷
）
準
優
勝

高
橋
　
剛

（越
谷
）
６
　
位

大
森
悦
子

（春
日
３

大
山
幸
子

（三
郷
）

発
祥
地
大
会
に
参
加
し
て

て
出
場
し
て
来
ま
し
た
。

数
日
前
に
梅
雨
入
り
し
た
、

た
が
幸
い
に
も
試
合
両
日
は
、

ツ
日
和
で
、
会
場
の
町
営

「潮
風
の
丘
と
ま
り
」

公
園
は
、
４
コ
ー
ス
か
ら
な
る
日
本
海
の
荒
波

を
見
下
ろ
す
、
絶
景
の
丘
の
上
に
有
り
、
全
面

芝
コ
ー
ス
で
芝
の
管
理
も
非
常
に
良
く
、
な
だ

ら
か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
斜
面
も
有
り
、
戦
略

的
な
プ
レ
ー
を
要
す
る
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で

し
た
。

出
場
選
手
は
日
本
全
国
、
北
は
秋
田
県
、
南

は
沖
縄
県
よ
り
１
９
２
チ
ー
ム

（７
６
８
名
）

が
集
ま
り
４
コ
ー
ス
ン
ホ
ー
ル
で
２
日
間
の
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
埼
玉
チ
ー
ム
は
、
２
日
間
共
好
調
を
維

持
し
２
位
に
、
大
差
を
付
け
て
優
勝
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
チ
ー
ム
全
員

が
励
ま
し
あ
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
で

き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
き
仲
間
と

プ
レ
ー
で
き
幸
せ
で
し
た
。

こ
の
様
な
好
成
績
で
大
会
を
終
え
ら
れ
、
埼

玉
県
の
名
を
印
象
付
け
る
事
が
で
き
た
こ
と

に
、
我
々
全
員
が
安
堵
感
と
と
も
に
、
心
か
ら

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
埼
玉
県
の

選
抜
方
式
に
て
選
出
さ
れ
た
事
に
よ
る
緊
張
感

が
良
い
結
果
に
結
び
付
い
た
の
で
は
、
と
全
員

が
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◎
各
自
の
一
言

大
山
幸
子

「成
績
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た

が
、
念
願
だ
っ
た
発
祥
地
大
会
で
プ
レ
ー
で

き
夢
の
よ
う
で
す
。」

大
森
悦
子

「憧
れ
の
発
祥
地
大
会
に
、
埼
玉

県
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
で
き
た

事
が
、
生
涯
の
思
い
出
と
な
り
ま
す
。」

高
橋
　
剛

「グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
３
年
余
り
に
し
て
、
選
抜
チ
ー
ム
で
プ
レ

ー
で
き
た
う
え
に
、
入
賞
ま
で
す
る
な
ん
て

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。」

鬱
打

“
打

７．
打

％
打

鳥
取
地
方
で
し

絶
好
の
ス
ポ
ー
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２。
年
度
三
級
普
及
指
導
員
養
成
講
習
会

県
上
級
指
導
者
研
修
交
歓
大
会

６
月
１
・２
日
の
２
日
間
塩
原
温
泉

「ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
塩
原
」
を
拠
点
に
県
上
級
指
導
者
研

修
会
が
行
わ
れ
、
受
講
者
１
２
１
名
、
研
修
者

３
０
８
名
が
参
加
し
た
。

日
本
Ｇ
。
Ｇ
協
会
ル
ー
ル
等
委
員
会
委
員
久

保
浩
二
先
生
の
「生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
」

の
講
演
を
聴
講
し
た
後
、
受
講
者
は
、
ル
ー
ル

等
の
講
義
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
受
け
た
。
２

日
日
は
矢
板
運
動
公
園
で
、
実
技
テ
ス
ト
を
受

講
し
た
。

研
修
者
は
初
日
那
珂
川
河
畔
運
動
公
園
、
２

日
目
は
矢
板
運
動
公
園
に
て
、
南
部
忠
平
杯
派

遣
選
手
の
選
考
を
兼
ね
て
“
ホ
ー
ル
ズ
競
技
の

研
修
交
歓
大
会
を
行
っ
た
。

優
　
勝
　
増
田
　
栄
次
　
聾
　
北
川
辺

準
優
勝
　
渡
辺
　
　
進
　
Ｗ
　
深
谷

第
３
位
　
小
林
　
博
行
　
Ⅶ
　
草
加

第
４
位
　
小
野
澤
淳
治
　
Ⅶ
　
熊
谷

第
５
位
　
真
下
　
辰
男
　
Ｗ
　
深
谷

南
部
忠
平
杯
宮
古
島
大
会
に
は
４
位
ま
で
の

４
選
手
が
選
考
さ
れ
た
。

三
級
普
及
指
導
員
養
成
講
習
会
及
び

上
級
指
導
者
認
定
試
験
を
終

っ
て

埼
玉
県
Ｇ

ｏ
Ｇ
協
会

指
導
育
成
委
員
　
鈴
木
和
子

６
月
１
日
か
ら
２
日
間
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原

に
於
い
て
受
講
者
１
２
１
名
の
参
加
を
得
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

自
信
に
満
ち
た
受
講
者
の
み
な
さ
ん
を
前

に
、
講
義
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
指
導
者
の
任
務
か
ら
始
ま
り
、
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
の
特
徴
」、
「ゲ
ー
ム
の
特
性
」

と
進
み
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
そ
し
て
、
自

分
自
身
が
審
判
員
。
と
て
も
易
し
い
ス
ポ
ー
ツ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
は
し
っ

か
り
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
み
ん
な

で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

筆
記
試
験
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ル
ブ
ツ
ク
を

熟
読
、
理
解
さ
れ
た
と
思
わ
れ
大
変
よ
く
解
答

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は

「教
え
あ
い
。
学
び
あ
う
心
を

大
切
に
」
を
心
が
け
、
地
域
に
お
い
て
楽
し
く

プ
レ
ー
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
普
及

と
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
「叱
ら
な
い
、
怒
鳴
ら
な
い
、
威

張
ら
な
い
」
を
指
導
者
と
し
て
共
有
し
て
ほ
し

い
と
、
小
原
指
導
育
成
委
員
長
か
ら
お
話
し
を

い
た
だ
き
講
習
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
指
導
員

養
成
講
習
会
に
参
加
し
て

川
越
市
Ｇ
。
Ｇ
協
会
　
小
峰
四
郎

６
月
７
～
８
日
の
２
日
間
ホ
テ
ル
鬼
怒
川
温

泉

「初
春
」
で
の
ゴ
ー
ル
ド
養
成
講
習
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

開
講
式
に
始
ま
り
、
「生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
指
導

（ス
ポ
ー
ツ
指
導
）

の
基
礎
知
識
」
「
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
を
含

む
ル
ー
ル
の
指
導
」
「市
区
町
村
に
於
け
る
大

会
の
運
営
と
実
施
」
に
つ
い
て
の
講
義
の
あ
と

グ
ル
ー
プ
討
議
で

「２
級
普
及
指
導
員
の
役
割

（３
級
普
及
指
導
員
の
活
動
実
績
を
踏
ま
え
て
と

「市
町
村
組
織
の
充
実
強
化

（２
級
普
及
指
導

員
取
得
後
の
望
ま
し
い
か
か
わ
り
方
と

に
つ

い
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

翌
８
日
は

「グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
健
康
」

「市
区
町
村
協
会
の
運
営
」
「ゴ
ー
ル
ド
の
任
務
」

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
閉
講
式
で
は
園
山

和
夫
日
本
Ｇ
・
Ｇ
協
会
指
導
育
成
委
員
長
か
ら

２
日
間
の
総
括
の
話
が
あ
り
閉
講
い
た
し
ま
し

た
。わ

か
り
易
い
内
容
の
講
義
と
充
実
し
た
グ
ル

ー
プ
討
議
が
大
変
参
考
に
な
り
、
地
区
川
越
に

戻
っ
て
全
国
４
，
０
０
０
名
の
ゴ
ー
ル
ド
指
導

員
の
一
人
と
し
て
大
会
等
の
運
営
に
貢
献
し
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

農囲回0公園回を謙ね備えた
ユニークなGOG揚

問い合わせ先
Z'0480(61)5433 (岡 本す)

串
作
Ｇ

・
Ｇ
愛
好
会

松
村
百
合
子

串
作
ウ
ー
ラ
ー
観
音
寺
Ｇ
・
Ｇ
場
は
、
加
須

市
の
最
西
端
に
あ
り
ま
す
。
場
内
は
四
季
折
々

の
草
花
、
呆
樹
、
野
菜
な
ど
も
植
え
ら
れ
て
練

習
に
訪
れ
る
人
達
に
振
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ー
ス
は
芝
コ
ー
ス
と
ダ
ー
ト
コ
ー
ス
が
併
設
さ

れ
て
い
て
、
ど
ち
ら
で
も
練
習
が
可
能
で
す
。

コ
ー
ス
の
周
り
の
木
陰
に
は
イ
ス
が
お
い
て
あ

り

「待
ち
時
間
」
に
は
腰
を
下
ろ
し
て
ゆ
っ
く

り
と
身
体
を
休
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
Ｇ
・

Ｇ
場
は
盛
り
土
の
た
め
各
コ
ー
ス
共
起
伏
に
富

ん
で
お
り
楽
し
い
Ｇ
・
Ｇ
場
だ
と
評
判
は
上
々

で
す
。
予
約
無
し
で

「何
時
で
も
誰
で
も
誰
と

で
も
」
を
合
言
葉
に
時
間
を
気
に
せ
ず
に
プ
レ

ー
で
き
、　
一
度
来
る
と
ま
た
来
た
く
な
る
、
そ

ん
な
Ｇ
・
Ｇ
場
で
す
。

５
月
読
売
新
聞
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
「百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
す
。
是
非
一
度
お
越

し
下
さ
い
ま
せ
。
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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さ
わ
や
か
Ｇ
・
Ｇ
大
会

四
川
大
地
震
募
金

加
須
市
Ｇ

・
Ｇ
協
会
　
宮
本
玉
江

五
月
晴
れ
の
５
月
１８
日
。
加
須
市
で
は
、
第

・８
回
「さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、

県
内
外
の
市
町
村
か
ら
、
大
勢
の
皆
様
を
お
迎

え
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、　
一
つ
の
提
案
が
実
行
に
移

さ
れ
ま
し
た
。
そ

ヽ
れ
は
中
国
四
川
大

地
震
被
災
地
へ
、

募
金
を
し
て
送
ろ

う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

大
会
当
日
、
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
基

金
箱
の
隣
に
募
金

箱
を
置
き
、
皆
様

に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
心
よ
り
協

力
し
て
下
さ
り
、
お
陰
で
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

基
金
と
、
四
川
大
地
震
募
金
を
合
わ
せ
、
２
０
，

８
３
１
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

６
月
１５
日

「市
民
Ｇ
・
Ｇ
大
会
」
の
開
会
式

で
披
露
さ
れ
、
並
木
会
長
よ
り
、
大
橋
良

一
加

須
市
長
に
手
渡
さ
れ
、
四
川
大
地
震
被
災
地
へ

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
協
力
に
、　
一
同
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
、
更
な

る
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
Ｇ
ｅ
Ｇ
協
会
加
盟

の
喜
び

吉
川
市
Ｇ
・
Ｇ
連
盟
　
日
暮
靖
夫

吉
川
市
は
、
県
東
南
部
に
位
置
し
た
江
戸
川

を
県
境
と
し
、
東
に
千
葉
県
野
田
市
、
下
流
に

流
山
市
と
の
江
戸
川
右
岸
に
位
置
し
玉
葉
橋
の

下
流
に
県
の
ご
協
力
に
よ
り
Ｇ
。
Ｇ
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
２
面
を
整
備
し
て
頂
き
本
年
４
月
３
日

に
オ
ー
プ
ン
あ
名
の
参
加
で
喜
び
を
共
に
し
ま

し
た
。

Ｇ
・
Ｇ
の
経
緯
は
、
長
寿
会
、
厚
生
協
そ
の

他
の
団
体
を
含
む
２
０
０
名
の
会
員
で
１９
年
１１

月
に
市
の
体
協
へ
加
盟
、
更
に
本
年
県
Ｇ
・
Ｇ

協
会
に
加
盟
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

県
Ｇ
・
Ｇ
協
会
を
は
じ
め
、
東
部
地
区
の
各

役
員
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

年
２
回
、
春
と
秋
に
大
会
を
開
催
し
会
員
の

募
集
も
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
ま
で
毎
週
木
曜
日
を
定
期
的
に
練
習
日

と
定
め
先
輩
の
方
々
に
指
導
を
頂
き
乍
ら
、
練

習
中
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
、
各
関
係
の

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

経
過
及
び
現
況
報
告
と
致
し
ま
す
。

声を掛け含い
おはよう! よろしく !

お先に 一 どうぞ
マークします ― 八イ
マークお願い 一 八イ

楽しく打ち含い
楽しかつたア I お世話さま I

またよろしく よ―し私も

頑張つて   緊張するね

お先に 一 気をつけて

喜び含つて
ナイス !  うまい |

あざやか  スバラシイ !

ナイスショット |

ホールインワン おめでとう |

競い含い
お互い頑張ろう 惜しい
2打目勝負ネ  よ一し !

イヤー負けた
∃一シ ばんかい

熊谷 G・ G協会 山内達夫

行フてまあ～す
―原稿募集 ―

あなたの街の
あなたのクラブの
あなたの周りの

ちよつと耳よりな話
心温まる ちょつといい話
ちょっと困った、迷惑している話

………など
写真も有つたら添えてくださいネ。

連絡先 8048(761)3645<三 谷>

編
集
後

記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
つヽ
か
。

９
月
は
、
関
東
地
区
大
会
、
全
国
交
歓
長
崎

大
会
、
全
国
交
歓
埼
玉
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
ビ
ツ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
が
無
事
成
功
す
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り

１０
名
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
の
で
、
各
地
域
の
皆
様
に
は
よ
ろ
し
く
、
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
一二
谷
　
良
明

（春
日
部
）

副
委
員
長
　
』県
田
　
矩
義

（川
越
）

圭
日　
記
　
　
山
田
　
羊
子

（幸
手
）

岩
楯
　
雅
男

（草
加
）

白
根
　
純
子

（熊
谷
）

広
瀬
　
徳
子

（加
須
）

長
谷
川
郁
子

（上
尾
）

晰
藤
山
　
典
彦

（寄
居
）

晰
横
田
　
栄
子

（深
谷
）

ｍ
林
　
　
水ヽ
子
（さ
い
た
ま
）

グラウンド・ゴルフ しあい (四含い)の言葉

00000
埼玉県00G協会
秋季大会10月開催

第19回 秋季G・ G大会兼スポレ

ク選考会 (青木一三杯)が下記

の要領で開催されます。

期日 :平成20年 10月 19日 0
会場 :草加市そうか公園

多目的運動広場


